
よく耳にする「正当にこわがる

ことは難しい」は，浅間山噴火直

後の人々の言動を題材にした寺田寅彦の警句だそうです

が，刻々と変化する状況や危機を適切に受け止め間違わず

に行動する厄介さを表す言葉でもあるようです．同じく寺

田寅彦の作品に「B教授の死」という短い随筆があります．

編集後記を仰せつかり PCに向かうも筆は進まず，つい

ネット上の某文庫などを徘徊するうち，B教授なる人物が

当学会誌の研究分野の初期の大家であったことを遅まきな

がら知り，駄感想を埋め草とさせていただきます．随筆は，

寺田が勤める大学をふらりと訪れた旧知の「スカンジナビ

ア人の物理学者B教授」が日本滞在中，憔悴し「スパイに

狙われ世界中を逃げ回って日本にまで来た」などと打ち明

けて…といったあらすじです．B教授にまつわる出来事を

中心に，大正６年当時の日本の様子が細かく描かれた趣深

い作品です．「今日は体調が悪くドイツ語や英語は苦しい

からフランス語で話そう」と頼まれた寺田が承諾する場面

があり，熊本の旧制高校時代から夏目漱石の指導を受けた

という寺田翁は一般的な理系研究者とは事情が違うとは思

いますが，それでも当時の人々の語学力に感心します．作

中でB教授の名前は最後まで明かされませんが，「空中窒

素の固定や北光の研究者」，「『テレラ』の命名者」と説明さ

れており，ノルウェーのプラズマ物理学者ビルケランド

（Kristian Birkeland, 1867-1917）とわかるそうです．オーロ

ラの室内実験を開始し，ノルウェー北部のHaldde 山に観

測所を整備した基礎研究者として知られる一方，ビルケラ

ンドがコイルガンや食品関係の多くの特許を持ち，放電に

よる窒素固定法の発明者でもあったことに興味を持ちまし

た．彼が関わった会社は莫大な利益を上げてノルウェー経

済は大いに潤い，現在でも２００クローネ紙幣に肖像画が描

かれているということです．陰極線を用いた基礎実験から

スタートしたというビルケランドが次々と新天地の分野に

研究を拡げたとき，将来をどのように正当にこわがりなが

ら進もうとしたのか，コロナ下の在宅勤務の合間に妄想し

てみました． （斎藤晴彦）
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